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定時総会（第40回）開催定時総会（第40回）開催令和２年度令和２年度
　令和２年度 公益社団法人 呉市シルバー人材センター定時総会が６月12日（金）午後１時30分から、コロナ対策

として３密を避けて、呉市シルバー人材センター４階会議室において、会員587名中９名出席（委任状264名、議決

権行使書提出者173名）のもと、開催されました。

　本日、ご出席いただいた役員の皆様には、新型コロナウ
イルス感染症が完全終息に至っていない中、公益社団法人
呉市シルバー人材センター第40回定時総会にご出席いた
だき、誠に感謝申し上げます。
　また、日頃から、センターの事業運営に対しまして、ご
理解・ご協力を賜り重ねてお礼申し上げます。
　本年は、当シルバー人材センター設立40周年の記念す
べき節目の年を迎えます。本来であれば、定時総会は設立
記念式典と兼ねて新日本造機ホールにおいて盛大に開催す
る予定としておりましたが、感染症のまん延防止のため、
このような形で開催することになりました。
　さて、新型コロナウイルス感染拡大が世界経済に及ぼす
打撃の大きさは「リーマン・ショック」を越える戦後最大
の危機と呼ばれています。
　平成20年９月のリーマン・ショックでは金融市場の混
乱を通じて需要が減少しましたが、今回の「コロナ・ショ
ック」では需要と供給の減少が同時に起き、国民の移動制
限により工場の稼働率の落ち込みや観光などサービス業を
中心に一気に消費が落ち込みました。これは経済のグロ
ーバル化が裏目に出た結果と見られます。
　政府の専門家会議において、テレワークや時差出勤とい
った新しい働き方を定着させる「新しい生活様式」が提言
され、５月25日には継続していた５都道県の非常事態宣
言も解除されたことにより、感染症の収束へ向けて一歩踏
み出したところですが、今後予想される感染の第２波に
備える医療体制の整備を始め、引き続き政府には、感染
症の早期終息や閉塞した経済の早期回復に向け、企業や
国民が抱える不安の声を正面から受け止め、具体的な対
応策を迅速に実行していただく事を期待するものです。

　次に、高齢者の就業に係る今後の方向性でございますが、
昨年６月に閣議決定された政府の「経済運営及び改革の基
本方針」では、全世代型社会保障改革に向け70歳までの
就業機会の確保が打ち出され、定年廃止、継続雇用制度の
導入等による65歳までの安定した雇用の確保、再就職支
援の強化を引き続き推進することとしています。
　このような生涯現役社会の実現の一翼を担い、活力ある
地域社会づくりに貢献するシルバー人材センターの果たす
べき役割の期待や重要性は一層大きなものとなっています。
　皆さんご存知のとおり、我が国の高齢化率は既に28．1％
に達しております。そして、将来人口推計によれば、
2025（令和７）年には30．0％、2065年には38．4％まで
上昇することが見込まれています。
　呉市も例外ではなく高齢化率は、令和２年３月末現在で
35．1％（前年比0．3％増）となっています。
　これは広島県内の平均28．6％を上回り、近年連続して
65歳以上の高齢者人口が増加しています。
　このような状況の中、令和元年度の事業実績にあります
ように、請負等の契約金額は豪雨災害前の平成29年度を超
える伸びとなっており、前年度に引き続き黒字となりました。
　このことは、会員の皆様のご努力と呉市をはじめとする
行政機関、並びに地元企業・団体、更には市民の皆様のご
理解・ご協力によるもので、事業はほぼ計画通り進めるこ
とができたのではないかと思います。
　今後とも、役職員が一丸となって安全就業と適正就業の
徹底に努めると共に、就業機会の拡大及び就業率のアップ
に向けて鋭意努力してまいりますので、今後とも皆様方の
ご支援・ご協力を宜しく、お願い申し上げます。
　また、例年ですと呉市シルバー人材センターの事業発展
に尽くしてこられた、会員の皆さまの「永年在籍会員表
彰」が行われますが、今回は感染症の収束後に延期させて
いただく次第です。
　その際には、ご案内させていただきますので、万障お繰
り合わせのうえ、ご出席下さいますようお願い致します。
　本日は、誠にありがとうございました。

理事長挨拶
理事長　荒井　和雄

10月20日（土）
10月10月
第3土曜日第3土曜日

毎年10月は「シルバー人材センター事業普及啓発促進
月間」として全国的に普及啓発活動が実施されます。
当センターも、シルバー組織のＰＲと会員拡大のため月内
に街頭キャンペーンを実施する予定です。

定時総会（第38回）開催定時総会（第38回）開催平成30年度平成30年度

理事長挨拶
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 平成30年度（公・社）呉市シルバー人材センタ―
定時総会が6月14日（木）午後1時から呉市きんろう
プラザにおいて，会員634名中446名出席，(委任状
245名，議決権行使書提出者39名）のもと，盛大に
開催されました。

　理事長の荒井でございます。
　本日は，公益社団法人呉市シルバー人材センター第38回
定時総会の開催にあたりまして，このように多くの皆さま
にご出席をいただき，誠にありがとうございます。
　また，呉市産業部の川本副部長さん，ハローワーク呉の
杉原次長さんをはじめ，ご来賓の皆様には，公私ともに大
変お忙しいなか，ご臨席頂きまして，この場をお借りし，
厚くお礼を申し上げます。
　日本の経済は，内閣府の「平成29年度　年次経済財政
報告」に拠りますと，海外経済の緩やかな回復を背景に回
復基調が続いております。雇用・所得環境が一段と改善さ
れたと言いながら，引き締まりつつある労働需給の割には
賃金や物価の上昇は緩やかなものにとどまっています。
　高齢者を取り巻く社会状況は，政府の策定した「高齢社
会対策大綱（平成30年2月16日閣議決定）」にもある通り，
年齢を判断基準とせず高齢者に高い就業継続意識がみられ
る現況を踏まえ，年齢にかかわりなく希望に応じ働き続け
ることが出来るよう環境整備を図ることとなっており，
企業の定年延長などにより就労環境が大きく変化してい
ます。このような生涯現役社会の中でシルバー人材セン
ターの果たす役割への期待は更に大きくなっています。
　全国的に少子高齢化が進んでいますが，呉市も例外では
なく高齢化が一層進み，高齢化率は平成29年9月末日現在

で34.3%となっています。これは県内の平均28.1を上回り，
近年連続して高齢者人口（65歳以上）が増加しています。
　こうした中，高齢者が就業を通して社会参加し，社会貢
献するとともに自らの健康も維持して行こうというシルバ
ー人材センターの役割の重要性と地域社会の期待は，ます
ます大きなものになるものと思われます。
　皆さんのご努力と，呉市をはじめとする行政機関並びに
地元企業，更には市民の皆さまのご理解とご協力により，
事業はほぼ計画通り進めることができたのではないかと思
います。
　役職員一同，今後とも，安全就業と適正就業の徹底に努
め，地域社会に貢献し，市民に愛される魅力あるセンター
になりますよう努力してまいりますので，さらなる皆様方
のご支援，ご協力を賜りますようお願い申しあげます。
　また，本日は後ほど，これまで呉市シルバー人材センタ
ーの事業発展に尽くしてこられました会員の皆さんの表彰
が行われます。永年表彰を受けられます皆様方の長年のご
苦労に対しまして改めて敬意を表し，感謝申し上げる次第
でございます。
　終りになりましたが，本日ご臨席いただきましたご来賓
の皆さま，そして会員の皆様方の今後益々のご健勝を祈念
いたしまして，御挨拶と致します。
　本日は本当に有り難うございます。
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理事長

　荒井　和雄

この度の西日本豪雨により、被災された皆さまに心からお見舞い申しあげます。
犠牲となられた方に、衷心より哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

来 賓 紹 介

平成 30年 10月⑹ 平成 30年 10月 ⑴令 和 ２ 年 ９ 月

公益社団法人呉市シルバー人材センター

（１）



（単位：円） （単位：円）

事 業 実 績 対 比

令和元年度　収支計算書
（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）

会　　員　　数

665665 662662

688688
672672

726726

600

800

R1 H30 H29 H28 H27

人

就 業 実 人 員

512512 525525 544544 553553 578578

0

200

400

600

800

R1 H30 H29 H28 H27

人
就 業 延 人 日

59,89059,890 59,90559,905 62,50562,505 62,49962,499 65,02765,027

0

20,000

40,000

60,000

80,000

R1 H30 H29 H28 H27

人日

契　約　金　額

31,83131,831 30,49130,491 31,35731,357 30,93730,937 31,45231,452

0

10,000

20,000

30,000

40,000

R1 H30 H29 H28 H27

万円
　配　分　金　額

27,18027,180 26,35426,354 27,03827,038 26,38826,388 26,92426,924

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

R1 H30 H29 H28 H27

万円

契　約　件　数

5,2375,237 5,2355,235 5,5475,547 5,4635,463 5,6485,648

0

2,000

4,000

6,000

R1 H30 H29 H28 H27

人

318,312,349

1,872,192 

1,322,000

29,039,000

328

679,197

351,225,066

管 理 費

0

0

385,840

87,601

0

15,110

3,976

8,000

535

467,450

0

214,466

事 業 費

271,801,189

19,344,542

803,160

18,505,086

5,632,337

4,219,946

799,090

1,522,000

304,401

16,253

587,030

1,371,639

１．経常収益の部

受 託 事 業 収 益

労働者派遣事業等受託収益

受 取 会 費

受 取 補 助 金 等

特 定 資 産 運 用 益

雑 収 益

経 常 収 益 計

２．経常費用の部

支 払 配 分 金

支 払 材 料 費 等

役 員 報 酬

賃 金 手 当

臨 時 雇 賃 金

法 定 福 利 費

賞与引当金繰入額

退 職 給 付 費 用

福 利 厚 生 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

科　　　　目 決　算　額

管 理 費

0

0

41,205

0

190,080

29,717

87,231

47,600

0

21,000

9,729

187,289

0

483

0

0

0

1,797,312

事 業 費

1,027,478

340,141

1,861,567

1,189,292

240,890

1,122,956

3,245,371

4,133,060

183,870

362,450

351,571

2,247,503

95,000

26,904

316,054

834,450

66,605

342,551,835

経常費用の部

減 価 償 却 費

什 器 備 品 費

消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

保 険 料

諸 謝 金

租 税 公 課

支 払 負 担 金

委 託 費

教 材 費

支 払 手 数 料

貸 倒 損 失

損 害 賠 償 費

雑 費

小　　計

経 常 費 用 計

当 期 経 常 増 減 額

科　　　　目 決　算　額

344,349,147

6,875,919

令 和 ２ 年 ９ 月（２）



令和２年度　収支予算書
（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

324,283,000

1,280,000

1,323,000

29,039,000

1,000

1,000

787,000

356,714,000

管 理 費

0

0

586,000

90,000

0

17,000

5,000

12,000

1,000

538,000

0

事 業 費

275,030,000

21,136,000

582,000

21,471,000

4,635,000

4,718,000

1,035,000

2,293,000

307,000

922,000

598,000

１．経常収益の部

受 託 事 業 収 益

労働者派遣事業等受託収益

受 取 会 費

受 取 補 助 金 等

受 取 寄 付 金

特 定 資 産 運 用 益

雑 収 益

経 常 収 益 計

２．経常費用の部

支 払 配 分 金

支 払 材 料 費 等

役 員 報 酬

賃 金 手 当

臨 時 雇 賃 金

法 定 福 利 費

賞与引当金繰入額

退 職 給 付 費 用

福 利 厚 生 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

（単位：円）

科　　　　目 予　算　額

管 理 費

269,000

0

0

58,000

0

199,000

34,000

77,000

53,000

0

21,000

12,000

285,000

0

1,000

0

0

6,000

2,264,000

事 業 費

1,810,000

1,256,000

305,000

2,678,000

1,616,000

1,299,000

1,195,000

3,219,000

3,489,000

347,000

1,160,000

380,000

3,500,000

110,000

60,000

185,000

900,000

214,000

356,450,000

経常費用の部

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

什 器 備 品 費

消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

保 険 料

諸 謝 金

租 税 公 課

支 払 負 担 金

委 託 費

教 材 費

支 払 手 数 料

貸 倒 損 失

損 害 賠 償 費

雑 費

小　　計

経 常 費 用 計

当 期 経 常 増 減 額

（単位：円）

科　　　　目 予　算　額

358,714,000

△ 2,000,000

　我が国の人口構成は、世界に類を見ないスピードで高齢化が進展し、
「超高齢社会」の到来は大きな社会問題となっています。
　呉市の令和元（2019）年９月末日現在の総人口は、22万2,366人（呉
市住民基本台帳）、65歳以上の高齢者人口は７万7,663人、高齢化率は
34.9%となっており、既に超高齢社会に突入しています。
　高齢者を取り巻く社会状況は、政府の策定した「高齢社会対策大綱
（平成30年２月16日閣議決定）」にもある通り、年齢を判断基準とせ
ず高齢者に高い就業継続意識がみられる現況を踏まえ、年齢にかかわ
りなく希望に応じ働き続けることが出来るよう環境整備を図ることと
なっており、企業の定年延長や再雇用などにより就労環境が大きく変
化しています。このような「生涯現役社会」の実現の一翼を担い、活
力ある地域社会づくりに貢献するシルバー人材センターの果たすべき
役割の期待や重要性は一層大きなものとなっています。
　シルバー人材センター事業は「請負・委任」からスタートしており、
今後もこれが中心事業であることに変わりありませんが、従来の請
負・委任では発注者の要請に応えられない業務が拡大しており、適正
就業の面からも派遣事業への取組みの強化が求められています。
　高齢者である会員に就労の場を提供する呉市シルバー人材センター
は、従来から「生きがい対策」「健康対策」「生活の安定」「地域社会
発展の下支え」を目的として事業を展開しています。
　これらの目的を達成するため、人手不足や現役世代を支える分野の
就業を促進するため、国が補助事業として強く進めている「高齢者活
用・現役世代雇用サポート事業」を今年度も推進してまいります。
　これは、企業の人手不足分野や、現役世代を支える分野すなわち早
朝・深夜業務や子育て支援等、就労しにくい業務や若い働き手をサポ
ートする分野で会員の就業を行うものです。これらを含め、多くの分
野で請負業務、そして新たな派遣業務の確保に向けて、本年度も次の
方策を推進してまいります。

①　会員の拡充
　会員の減少に歯止めがかからない要因として、企業における65
歳までの継続雇用制度の定着に伴い入会時の年齢が従来の60歳前
半から65歳を超える層となっていることが考えられます。
　会員の拡大を図ることは、今後のシルバー事業の維持・発展に不
可欠であり、特に少子高齢化に対応した福祉・家事援助サービス分
野での女性会員の拡大が求められています。
　このため従来から行っている街頭キャンペーン及び各種研修会の
開催などを通じて、機会あるごとに「会員募集用チラシ」の配布を
行い市民への周知に努めます。
　なお、昨年度に引き続き、広島県連合会が主催するＲＣＣテレビ
などメディアを活用した広報活動に参画し、会員の拡大に努めます。

②　就業開拓及び就業率の向上
　会員の拡大とともに就業開拓は、センターの維持発展のための車
の両輪のようなものであり、官公庁の指定管理制度の導入による受
注減を補うため、「仕事募集用チラシ」を配布するなど、受注増加
を図り就業率の向上に努めます。
　また、｢分かち合い事業」を推進し、一人でも多くの会員が就業

できるよう、就業率の向上を図ります。

③　独自事業の推進・開拓
　「再生自転車の販売」事業については、会員の就業機会の確保と資
源の再利用のため引き続き継続し、拡充強化を図ります。
　新たな事業の開拓について、引き続き独自事業の創生を図るため、
会員の皆様からの積極的な提案や提言をいただき検討していきます。

④　安全・適正就業の推進
　安全就業はセンターの最重要課題です。「安全は全てに優先する」と
いうスローガンに基づき、会員の安全意識の高揚と就業中の事故防止、
就業途上の交通事故防止に組織を挙げて全力で取り組みます。
　・安全パトロールの強化
　・安全就業強化月間の取り組みの実施
　・交通安全講習会の実施
　・安全就業講習会の実施
　・就業前ミーティングの実施
　・安全標語の募集の実施
　・ヒヤリ・ハット体験事例の募集
　適正就業については、法令遵守の徹底による適正就業を図るととも
に、ローテーション就業の促進、長期継続就業の解消に努め、就業の
適正化を図ります。

⑤　研修会・講習会の開催
　各種研修会・講習会を実施して、会員一人ひとりの知識や技能の習
得、向上を図るとともに、ホームページや市広報紙により募集し、会
員の拡大や就業率の向上に努めます。
　また、広島県シルバー人材センター連合会主催の「高齢者活躍人材
確保育成事業」技能講習会の地元開催、また他地区での講習会を積極
的に受講するよう広く市民に情報発信し会員の確保に努めます。

⑥　労働者派遣事業の推進
　国の補助事業「高齢者活用・現役世代雇用サポート事業」を活用し、
発注者の指揮命令や社員との混在就業が可能となる「労働者派遣事
業」を広島県シルバー人材センター連合会と連携し推進していきます。

⑦　福祉・家事援助サービス事業の推進
　女性会員の拡大、就業率の向上には、福祉・家事援助サービス及び
子育て支援など女性会員に適した業務の拡大が不可欠です。
　昨年度に引き続き、呉市が行う「支え合いホームヘルプサービス事
業」に参画するなど、福祉・家事援助サービス及び子育て支援の就業
開拓に積極的に取り組みます。

⑧　普及啓発活動の推進
　シルバー人材センター事業への理解と協力を得るため、例年10月
の「全国普及啓発促進月間」をはじめとする各種行事を活用し、市民を
対象にパンフレット、チラシなどを配布する普及啓発活動を行います。
　また、会員の協力を得て「呉海軍墓地」の剪定・清掃奉仕などボラ
ンティア活動を行い、シルバー人材センターのＰＲに努めます。

⑨　職業紹介事業の実施
　臨時的かつ短期的な仕事又はその他の軽易な業務に係る仕事の求人
を受け付け、会員に紹介する有料職業紹介事業を行います。

令和２年度　事 業 計 画

令 和 ２ 年 ９ 月 （３）



「いつまでも　働く喜び　無事故から」「いつまでも　働く喜び　無事故から」

草刈機取扱講習会

安全就業の強化活動の一環として
募集した中より優秀作品が選ばれ
ました。

　令和２年４月16日～17日、16名の参加で草刈

り機取扱講習が行われました。一般参加者10名

のうち８名が新規入会されました。

Ｒ1傷害事故の内訳 Ｒ1損害事故の内訳

年度別傷害事故・損害事故発生状況

剪定・清掃奉仕活動

　令和２年９月16日（水）公益財団法人呉海軍墓

地顕彰保存会からの依頼による「呉海軍墓地剪

定・清掃奉仕」作業を、会員90名が参加し行い

ました。「呉海軍墓地合同追悼式」にあわせて公

園周辺をきれいにするもので、全国から来られる

遺族の方々をはじめ、参列者の皆さんが気持ちよ

く式典に臨まれるようにと毎年行っているもので

す。呉海軍墓地の関係者の皆さんには大変喜ばれ、

例年、丁重なる感謝の言葉をいただいております。

令和２年度　安全就業全国統一スローガン

区　分 損害事故

年　度 就業中 通勤途中 計 件　数

傷害事故件数

 Ｈ29年度 8 2 10 14 

 Ｈ30年度 3 2 5 10

 Ｒ元年度 8 0 8 6

安全は　常に基本の　繰り返し
　　　　　　　会員番号　4250　生土　雪春

お互いに　声かけ合って　安全就業
　　　　　　　会員番号　3962　伊藤　春子

今日も又　無事の帰りを　待つ家族
　　　　　　　会員番号　1539　三好　博子

安全標語の優秀作品

 入院  3 

 通院  5 

 計 　8

 剪定・伐採 3 

 除　草 2 

 その他 3 

 　計　 8 

 除　草 3 

 その他 3 

 計 6 

緊急連絡先

公園清掃・大工・左官・塗装等

担当　栗原　☎　090-7129-9644

植木剪定・再生自転車等 

担当　大丸　☎　090-7129-9645

草刈・屋外清掃・襖・分別等

担当　飯田　☎　090-7129-9646

事務・筆耕・管理・軽作業・家事サービス・
パソコン指導・イベント型育児支援・
派遣事業等

担当　大崎　☎　090-7129-9643

● 休日・就業時間外

平日（８：30～17：15）　事務局へ連絡　☎　21-6611●

安浦連絡事務所
　☎　84-7866
担当　大番
　☎　080-1632-7227

音戸連絡事務所
　☎　51-2911
担当　植木
　☎　080-1632-7228

事務局長　平川
　☎　090-2298-6089

職員の異動 職員の異動がありました。
よろしくお願い致します。

 安浦連絡事務所 小森ひとみ R2.6.30付　退職

 音戸連絡事務所 髙杉　敏治 R2.3.31付　退職

新任職員

退職職員

 安浦連絡事務所 大番　徳昌 R2.4.1付　就任

 音戸連絡事務所 植木　　稔 R2.4.1付　就任

令 和 ２ 年 ９ 月（４）
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多くの会員の皆さんからの応募をお待ちしております。

安全・適正就業について
センターには、会員の総意により定められた就業規則があります。

もし、万一の事故等が発生した場合は、シルバー傷害保険等（障害・賠償責任）

で対応します。

会員募集会員募集

　シルバー人材センターとは、高齢者にふさわしい仕事を家庭・

事業所・公共団体から引受け、会員の皆さんに提供する、広島県

知事から認定された公益社団法人です。

原則として60歳以上の健康で
働く意欲のある方
※剪定・草刈・除草・家事援助などの作業を希望される方、大歓迎です。

シルバー事務所を訪れるか
電話で問い合わせる

自分のできる仕事・自分が
したい仕事を登録

事務局から就業について
連絡が来る

❖駐車場管理

❖施設管理
　　　　　　など

管　理　分　野

❖高齢者サービス

❖家事援助
　　　　　　　　　など

サービス分野

❖毛筆筆耕　❖受付事務

❖文書整理　❖調査事務

　　　　　　　　　　　　　など

事　務　分　野

❖パソコン指導
　

❖経理事務
　　　　　　　　など

専門技術分野

❖公園清掃　　❖園芸

❖除草・草刈　❖包装

　　　　　　　　　　　　など

屋内外の一般作業

❖広報等の配布

❖チラシの配布
　　　　　　　　など

折衝・外交の分野

❖植木剪定　　❖塗装

❖大工・左官　❖網戸張替

　　　　　　　　　　　　　　など

技能を必要とする分野

※経験がなくても、新人の
　ための講習を行います。

会員になるには会員になるには

あなたの知識と経験を生かして、

仲間と一緒に楽しく働いてみませんか！

あなたの知識と経験を生かして、

仲間と一緒に楽しく働いてみませんか！

手続を問い合わせる手続を問い合わせる

入会申込書を提出入会申込書を提出

仕 事 を す る仕 事 を す る

令 和 ２ 年 ９ 月 （５）



10月20日（土）
10月10月
第3土曜日第3土曜日

毎年10月は「シルバー人材センター事業普及啓発促進
月間」として全国的に普及啓発活動が実施されます。
当センターも、シルバー組織のＰＲと会員拡大のため月内
に街頭キャンペーンを実施する予定です。

定時総会（第38回）開催定時総会（第38回）開催平成30年度平成30年度

理事長挨拶
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部
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 平成30年度（公・社）呉市シルバー人材センタ―
定時総会が6月14日（木）午後1時から呉市きんろう
プラザにおいて，会員634名中446名出席，(委任状
245名，議決権行使書提出者39名）のもと，盛大に
開催されました。

　理事長の荒井でございます。
　本日は，公益社団法人呉市シルバー人材センター第38回
定時総会の開催にあたりまして，このように多くの皆さま
にご出席をいただき，誠にありがとうございます。
　また，呉市産業部の川本副部長さん，ハローワーク呉の
杉原次長さんをはじめ，ご来賓の皆様には，公私ともに大
変お忙しいなか，ご臨席頂きまして，この場をお借りし，
厚くお礼を申し上げます。
　日本の経済は，内閣府の「平成29年度　年次経済財政
報告」に拠りますと，海外経済の緩やかな回復を背景に回
復基調が続いております。雇用・所得環境が一段と改善さ
れたと言いながら，引き締まりつつある労働需給の割には
賃金や物価の上昇は緩やかなものにとどまっています。
　高齢者を取り巻く社会状況は，政府の策定した「高齢社
会対策大綱（平成30年2月16日閣議決定）」にもある通り，
年齢を判断基準とせず高齢者に高い就業継続意識がみられ
る現況を踏まえ，年齢にかかわりなく希望に応じ働き続け
ることが出来るよう環境整備を図ることとなっており，
企業の定年延長などにより就労環境が大きく変化してい
ます。このような生涯現役社会の中でシルバー人材セン
ターの果たす役割への期待は更に大きくなっています。
　全国的に少子高齢化が進んでいますが，呉市も例外では
なく高齢化が一層進み，高齢化率は平成29年9月末日現在

で34.3%となっています。これは県内の平均28.1を上回り，
近年連続して高齢者人口（65歳以上）が増加しています。
　こうした中，高齢者が就業を通して社会参加し，社会貢
献するとともに自らの健康も維持して行こうというシルバ
ー人材センターの役割の重要性と地域社会の期待は，ます
ます大きなものになるものと思われます。
　皆さんのご努力と，呉市をはじめとする行政機関並びに
地元企業，更には市民の皆さまのご理解とご協力により，
事業はほぼ計画通り進めることができたのではないかと思
います。
　役職員一同，今後とも，安全就業と適正就業の徹底に努
め，地域社会に貢献し，市民に愛される魅力あるセンター
になりますよう努力してまいりますので，さらなる皆様方
のご支援，ご協力を賜りますようお願い申しあげます。
　また，本日は後ほど，これまで呉市シルバー人材センタ
ーの事業発展に尽くしてこられました会員の皆さんの表彰
が行われます。永年表彰を受けられます皆様方の長年のご
苦労に対しまして改めて敬意を表し，感謝申し上げる次第
でございます。
　終りになりましたが，本日ご臨席いただきましたご来賓
の皆さま，そして会員の皆様方の今後益々のご健勝を祈念
いたしまして，御挨拶と致します。
　本日は本当に有り難うございます。
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理事長

　荒井　和雄

この度の西日本豪雨により、被災された皆さまに心からお見舞い申しあげます。
犠牲となられた方に、衷心より哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

来 賓 紹 介

平成 30年 10月⑹ 平成 30年 10月 ⑴
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